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Avicennia、Ceriops、そしてBruguiera が低率である。Bruguiera -Lumnitzera-Ceriops で代表される陸域のマ
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3,100‐2,000yrBP にRhizophora - Avicennia が特に群生したことを示す。これらステージは研究地域における相
対的海水準の高頂期を意味する。また、同ステージのマングローブの発達は、多湿温暖な気候よりも潮汐エス
チュアリーや閉鎖的なラグーンといった環境の変化に起因すると考えられる。この結果は既存研究と調和的で



















と3,100‐2,000yrBP にRhizophora - Avicennia が特に優勢であることから、この時期は相対的海水準の高頂期で
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